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2 extra games by 
Emiliano “Wentu” Venturini 

はじめに 

ISAAC(アイザック)のセットでプレイできる2つのゲーム、 
FOUNDATIONS(ファウンデーションズ)とHARI(ハリ)を紹介
します。

FOUNDATIONS (ファウンデーションズ)

2人用ゲームです。

ゲームの目的

自分のコマの合計値を少なくすることです。

ルール

ボードに何もない状態からゲームを始めます。

プレイヤーは交互に手番を行い、長さが短い順に(自分の色
の)コマを1個ずつ置いていきます。コマを置くスペースが見
つからない場合、コマの両端が自分の色のコマに乗るように
して1段高い階層に置きます。新しい階層に置かなければなら
ない時は短いコマから始めることができますが、また短い順
に置かなければならず、以降はそれより低い階層に置くこと
はできません。

他のコマの下にコマを置くことはできません。

現在の階層にコマを置くことができるなら、新たな階層を始
めることはできません。

可能な手がない場合はパスします。両方のプレイヤーがパス
したらゲーム終了となります。

自分の手元に残っているコマの合計値が少ないプレイヤーの
勝ちです。

引き分けの場合、一番上の階層の合計値が少ないプレイヤー
の勝ちです。それでも引き分けの場合は次の階層を確認して
ください。以降も同様です。

例1: 両プレイヤーとも手元のコマの合計値は3です。
勝敗を決するため、3階層目の値を見てみましょう。

黒が2+4、白が3+3で両プレイヤーとも合計値は6です。
2階層目は黒が10(2+2+3+3)、白が9(1+1+1+2+4)です。

従って白の勝ちです。

例2: 白の手番です。
白は1階層目に値6のコマを置きました。そして2階層目に
進まなければなりません。白は値2のコマを配置したいと
考えています。緑が配置できる場所で、赤が配置できない

場所、つまり下のとおりです。
- 端が白のコマに乗っていない

- 両端が同じ白のコマに乗っている
- 片方の端が黒のコマ
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HARI (ハリ)

2人用ゲームです。

ゲームの目的

ゲーム終了時にボード上の合計値が高いことです。

ルール

ボードに何もない状態からゲームを始めます。

プレイヤーは交互に手番を行います。手番では、(もしあれば)
配置済みの自分のコマを0個以上移動し、さらに自分の手元の
コマを1個ボード上に配置するか破棄します(破棄した場合は
そのコマは以降のゲームで使用しません)。

コマは長さ方向にスライドすることで移動します。スライド
の際に他のコマに当たってはいけません。コマを完全にボー
ドの外へスライドさせれば破棄することができます。

コマは長さが短い順にプレイ(配置または破棄)しなければなり
ません。例えば、値3のコマをプレイしたら、以降は値3以上
のコマしかプレイできません。

配置するコマは移動したコマの合計値以上でなければなりま
せん。例えば、値2のコマと値1のコマを移動した場合、値が
2+1=3以上のコマ1個を配置または破棄することができます。

可能な手がない場合はパスします。両方のプレイヤーがパス
するとゲーム終了です。

ボード上の合計値が高いプレイヤーの勝ちです。

例1: 白プレイヤーは値2のコマを移動して値4のコマの
スペースを空けます。

例2: 終局。27対25で白プレイヤーの勝ち。




